
令和2年度・令和3年度

園芸文化賞

公益社団法人 園芸文化協会



　公益社団法人園芸文化協会は、協会創立以来園芸文化の普及発展と向上のためにさまざまな
活動を行ってきました。
　「園芸文化賞」「園芸文化特別賞」は、わが国の園芸文化の発展向上に貢献された個人および
団体の功績を讃えるとともに、永く伝えていくことを目的に、協会創立から 30 余年を経た
1977（昭和 52）年に創設されました。その後「ガーデンライフ」の初代編集長 小松崎英男氏
からの基金と意思にもとづき、すぐれた著作物を発表された個人および団体に対し表彰する「小
松崎賞（現小松崎園芸文化賞）」も創設されました。これまで各賞あわせて141名・4作品が受
賞されています。
　園芸文化の普及発展と向上に人生を捧げた方々と、その方々のご功績を皆さまのご記憶にと
めていただければ幸いです。
　

[ 各賞について ]
◆ 園芸文化賞
　以下に掲げる業績著しい個人または団体に対し表彰
　・植物新種の発見、導入や品種改良に努力しすぐれた業績をあげた。
　・園芸関係の研究や実験によって育種、生産、流通、利用に関する理論を体系づけ新しい技術を確立した。
　・園芸関係の器具、資材、肥料、農薬等の開発、改良、普及に貢献した。
　・貴重な植物の原種や園芸品種、伝統作物などを栽培保存して、園芸業界の発展と自然環境保護に貢献した。
　・各種の園芸団体の育成、発展に尽力し、ひいては園芸文化の向上に寄与した。
　・園芸の普及に努め、業界の地位向上と消費拡大に貢献し、ひいては園芸文化の向上に寄与した。
　・永く園芸の生産、販売、流通に努め、業界の市場拡大に著しく貢献し、ひいては園芸の文化向上に寄与した。
　・永く園芸福祉の活動に努め、社会への多大な貢献をした。
　・その他、園芸文化の発展に貢献し、大きな功績があった。

◆ 園芸文化特別賞
　園芸文化の向上発展に貢献し、分野を越えて上記に掲げる業績が特別に顕著であったと認められる個人または
　団体に対し表彰。

◆ 小松崎園芸文化賞
　園芸関連の新しく発表された作品等著作物のうち、特に優秀と認められるものを発表することにより、または
　情報媒体を有効活用することにより、園芸文化の発展に貢献した個人または団体に対し表彰。
　・著作物については選考時以前 3 年間に公表されたものとする。
　・小松崎園芸文化賞表彰者は原則として重複受賞はしないものとするが、団体については重複受賞もあるもの
　　とする。

[ 表彰選考会審査員 ]
大場秀章　　　東京大学名誉教授／東京大学総合研究博物館特招研究員
柴田道夫　　　東京大学大学院農学生命科学研究科教授／元園芸学会会長
本間和枝　　　公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会理事／元宇治市植物公園園長
三位正洋　　　千葉大学名誉教授／千葉大学環境健康フィールド科学センター特任研究員
森　弦一　　　（株）ウッズプレス代表取締役／リンネ協会（The LINNEAN SOCIETY of London）フェロー

　（50 音順敬称略・職名は令和 2 年 12 月現在）
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[ 令和 2 年度受賞者 ]（敬称略）

◆ 園芸文化賞

 　鳥居恒夫 （とりい つねお )
　さくらそう会 世話人代表
〈受賞理由〉 長年にわたり「さくらそう会」の世話人代表をつとめ、日本固有の植物である桜草の品種整理と保
存や栽培技術研究を行った功績は顕著で、ラジオや出版物などを通じて幅広く園芸文化や植物に関する知識や話
題を伝え、園芸文化の発展に貢献した。

[ 令和 3 年度受賞者 ]（50 音順敬称略）

◆ 園芸文化賞

 岩渕公一 （いわふち こういち）
　国際雪割草協会会長・雪割草育種家
〈受賞理由〉雪割草育種の第一人者として、日本の固有種である雪割草の多種多様な品種を作出したほか、講
座やメディアを通じた普及活動を実践し、園芸種としての地位を確立させ、園芸文化の発展に貢献した。

 塚本こなみ （つかもと こなみ）
　元あしかがフラワーパーク園長
　現公益財団法人浜松市花みどり振興財団・はままつフラワーパーク理事長
〈受賞理由〉日本初の女性樹木医となり、あしかがフラワーパークへの藤の巨木移植を成功されるなど、植物を
重要な財産として保存することへの情熱と独特の感性を活かした植物園運営を実践することにより、植物の尊
さを広く伝え園芸文化の発展に貢献した。

◆ 園芸文化特別賞・小松崎園芸文化賞

　令和２年度・令和３年度とも該当なし

[ 経過報告 ]（　　）内は（令和２年度／令和３年度）

■推薦募集（令和元年 11 月～令和 2 年１月／令和 2 年 12 月～令和 3 年 1 月）
令和 2 年度：推薦資格者 67 名に推薦を募ったところ、園芸文化賞（園芸文化特別賞）に 8 名の推薦がなされた。
令和3年度：推薦資格者 63 名に推薦を募ったところ、園芸文化賞（園芸文化特別賞）に 3 名、小松崎園芸文化
賞に 1 作品の推薦がなされた。

■表彰候補者の選出（令和 2 年 2 月 27 日／令和 3 年 2 月 25 日）
「表彰選考会」において、令和 2 年度は被推薦の 8 名に対し、令和 3 年度は被推薦の 3 名 1 作品に、表彰規程
第 5 条 2 項に基づき加えた 7 名 1 作品に対し厳正なる審査を行い、令和 2 年度・令和 3 年度ともに園芸文化賞
表彰候補者２名を選出し、理事会に推挙した。

■表彰者決定（令和 2 年 3 月 5 日／令和 3 年 3 月 5 日）
令和 2 年度：「令和元年度第５回理事会」において、表彰選考会より推挙された表彰候補者 2 名が承認され、「令
和 2 年度園芸文化賞」表彰者が決定した。うち 1 名は受賞を辞退された。
令和 3 年度：「令和 2 年度第 3 回理事会」において、表彰選考会より推挙された表彰候補者 2 名が承認され、「令
和 3 年度園芸文化賞」表彰者が決定した。

[ 本賞に関する問合せ ]
公益社団法人園芸文化協会　〒113-0033　東京都文京区本郷 1-20-7 安藤ビル 202 号室
TEL：03-5803-6340　FAX:03-5803-6341　E-mail:enbun@soleil.ocn.ne.jp 
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園芸文化賞・園芸文化特別賞・小松崎園芸文化賞　歴代受賞者

昭和52年度
昭和53年度
昭和54年度
昭和55年度
昭和56年度
昭和57年度
昭和58年度
昭和59年度
昭和60年度
昭和61年度
昭和62年度
昭和63年度
平成1年度
平成2年度
平成3年度
平成4年度
平成5年度
平成6年度

平成7年度
平成8年度
平成9年度

平成10年度
平成11年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度

平成19年度
平成20年度

平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
　
平成29年度

平成30年度
令和元年度
令和 2 年度
令和 3 年度

園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化特別賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化特別賞
園芸文化賞
園芸文化賞
なし
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化特別賞
園芸文化賞
小松崎園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
小松崎園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
小松崎園芸文化賞
園芸文化賞
小松崎園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞
園芸文化賞

尾崎哲之助
岡本勘治郎
鈴木吉五郎
加藤　要
荒井正十郎
小松崎英男
小玉三代司
柴田一男
小澤元之助
浅利政俊
倉方英蔵
浅山英一
石田博英
有瀧龍雄
浅田藤雄
内田熊一
新谷慶馬
江戸英雄
伊藤邦衛
合田弘之
黒川　浩
阿部定夫
唐沢耕司
早川辰雄

安達曈子
橋本昌幸
猪股正夫
伊藤秋夫
鈴木　昭
赤塚充良
岩佐吉純
江尻光一

國重正昭
野村和子

続木忠治
伊藤義治
有隅健一
阪本　昇
坂梨一郎
瀬戸堯穗
石原三郎
稲垣典年

安藤敏夫

須磨佳津江
箱田直紀
鳥居恒夫
岩渕公一

加藤光治
久保田好雄
玉利幸次郎
五島八左衛門
増井徳三郎
藤　英男
三好靭男
鈴木省三
松平康邦
瀬川弥太郎
矢富良宗
鈴木　章
田中作造
大林英夫
伊藤孝重
松本　壹
山本二郎
近藤典生
小笠原亮
石津百合夫
瀧澤久寛

鶴島久男
松居謙次

植村猶行
村田道雄
松永　一
中村恒雄
田中　宏
加茂元照

大谷　弘

中村辰男
矢野正善

須田畯一郎
川田穣一
鹿毛哲郎
平城好明
森　和男
髙林成年
小森谷慧
椎野昌宏

杉井明美

松尾英輔
広田靚子

塚本こなみ

後藤兼吉
中村文治郎
中村是好
佐野藤左衛門
吉村幸三郎
中村隆吉
山田菊雄
西部由太郎
山口美智子
富樫　誠
渡辺健二
鈴木春吉
藤島昇吉
片桐　貞
佐藤友義
村田ユリ

塚本洋太郎
小沢一薫
平野重一

和田貞次

柴道　昭
山田朋重
横井政人
松川時晴
谷口　勇

川上幸男

早野雪枝
村田俊次
冨永　整

吉池貞蔵
西川　勲
紫竹昭葉
三宅　勇

村井千里

米田芳秋
鷲澤幸治　

清水基夫

堀江道彦

吉江清朗

村田久造

中山林之助
渡辺正好
菊地正夫

桐野秋豊

柳　宗民

八坂安守

林　角郎

高橋賛平

増田友三

横山三郎

ＮＨＫ「趣味の園芸」テキスト（ＮＨＫ出版「趣味の園芸」編集部）

カタログ　オブ　カタログス（岩佐吉純）

B I S E S（ビズ）（ビズ出版ビズ編集部）

JAPANESE HORTICULTURE Origins and History（Japanese Horticulture刊行委員会）

年度　　　　   賞名　　　　　　　氏名 （敬称略）

令和 3年 6月
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